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ビ
タ
ミ
ン
で
疲
労
回
復
で
き
る
の
か

【材料】

枝豆 一袋

【調味料】塩 適量

【調理のポイント】

枝豆に塩を揉み込

み、フライパンで焦げ

目がつくまで素焼きに

し、蓋をしめて弱火で

５分ほど素材の水分で

蒸し焼きにして完成。

水分を足さない方が

おいしいですが不安で

あれば大さじ１杯足し

ましょう。

旬の枝豆

沖縄・名護市・辺野古新基地建設工事中止と
普天間基地撤去を求める署名のお願い

政府は、沖縄県民の辺野古新基地ノーの民意を無視し、浅瀬での工事を強行

し「工事進展」を演出していますが、最近、防衛省が開示した報告書で、大浦

湾側の護岸設置予定地の海底が、深さ40ｍに渡ってマヨネーズ状の粘土質の軟

弱地盤だと判りました。地盤改良などが必要で、工法変更と莫大な費用、長い

年月を要し、環境破壊も計り知れません。しかも、予定地内に生息する絶滅危

惧種のオキナワハマサンゴの移植を県知事が許可しない中で工事を強行してい

ます。さらに予定地には活断層の存在も専門家が明言しているほか、滑走路予

定地周辺には日本の航空法や米軍の基準に反する場所や高さに沖縄国立高等専

門学校、久辺小・中学校、沖縄電力送電鉄塔などが多数存在しています。一

方、米軍普天間基地所属の軍用機による、墜落、炎上、部品や窓枠落下など繰

り返されており、普天間基地の運用停止と撤去は一刻も放置できません。私た

ちは、沖縄県民と連帯し、以下の実現を政府に強く求め、署名の協力を呼びか

けています。

１、辺野古新基地建設工事は中止すること。

２、政府が約束した普天間基地の運用停止と撤去の対米交渉を行うこと。
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